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機械学習向けストレージアーキテクチャの研究
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機械学習を用いたデータ処理の大規模化・効率化に寄与する
ストレージアーキテクチャを研究しています
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学習用データセット・モデルが大規模化するに
伴って、ストレージの活用がより重要になる。
機械学習の処理で、ストレージの活用が必要
なケースの代表例として以下がある(図1)：

• 学習用データセットの読み込み
• 学習中モデルのチェックポインティング
• 学習済みモデルの保存
• RAG*インデックス情報のデータベース検索
• クエリに適合するRAG参照情報の読み込み
• 学習済みモデルの読み込み

* Retrieval-Augmented Generation

図１ 機械学習におけるストレージ活用の代表例
➢目的：スケールアウト可能で高速なRAGシステム

の実現[1]

➢課題：RAGアクセス特性を利用した、参照データへ
の高速なアクセス

➢提案 (図2)
• オブジェクトストレージと高速デバイス(SSD)の併

用
• RAG参照情報をSSDにキャッシュ
• 関連するRAG参照情報もまとめてプリフェッチ

➢シミュレーション結果 (図3)
• 全データの2％相当のキャッシュを持つことで、

応答時間を31%短縮
• プリフェッチにより、応答時間を最大45%短縮

その他、以下の取り組み等を実施中：
• 検索速度と精度のトレードオフに対応した

RAG向け省メモリキャッシュ最適化手法の検討[2]
• ファインチューニング時の各種インメモリデータを

ストレージにオフロードする方式の検討[3]
• ベクトルデータベースの構造の改良

図2 提案アーキテクチャ（SSDへの参照情報キャッシュ）

図3 SSDキャッシュによる応答時間の短縮
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